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⑧ 防災ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰの育成 
～自分の身は自分で守る人へ／助けられる人から助ける人を目指して～ 

平成３０年２月１７日（土） 
荒川区立尾久西小学校 
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ジュニア防災クラブ活動の概要 
＜活動のきっかけは？＞ その１ 

 荒川区は、区内の 
約6割が木造住宅 
密集地域 
震災時の危険性
が指摘されている。 
 

 都「木密地域不燃 
化10年プロジェク
ト」荒川区が「不燃
化特区」に指定さ
れ、平成32年
（2020年）度まで
に整備地域内の
不燃領域率を
70％に引き上げる 
ことを目標として 
いる。 

東京都荒川区立尾久西小学校 



ジュニア防災クラブ活動の概要 
＜活動のきっかけは？＞ その２ 

 荒川地域防災の中心的な
担い手である防災区民組
織の高齢化 

 平日の日中に震災が発生
した場合には、若い人た
ちが地域にいないという
問題 

 新たな防災の担い手とし
て中学生を地域の防災・
減災活動に貢献できる防
災ジュニアリーダーとして
育成する必要があった。 

 このため、区では平成27
年4月に全区立中学校に、
行政と中学校長会が協働
で防災部を創設し、一定
の成果を見た。 
 

▲避難所開設訓練で被災者を受け入れる中学
校防災部のメンバー 



ジュニア防災クラブ活動の概要 
＜活動のきっかけは？＞ その３ 

 本校が一次避難所及
びトリアージポストに
指定されてはいるが、
地域町会が中心と
なっている「避難所運
営委員会」では、行政
任せの雰囲気が払拭
できていない。 

 そこで、地域の防災
意識を向上させるた
めに、児童が一緒に
活動することで地域
住民の防災意識の向
上を図りたいと考えた。 

 小学校にも中学校防
災部の弟妹分を組織
として立ち上げられな
いか？ 
 

▲いざというときに支援が必要な方と部員が顔見知り
になっておくことを目的とした、『絆ネットワーク活動』を
始めた中学校防災部。 

部員が複数で登録者の高齢者宅等へ安否確認を兼ね
て学校だよりや行事の案内などをお届けしている。 



ジュニア防災クラブ活動の概要 
＜活動の目的は？＞ 

１ 知識、思考・判断の育成 

・地域で起こりやすい災害や過去の災害について理解し、
安全な行動をとるための判断に生かします。 
 

２ 危険予測・主体的な行動の育成 

・災害時における危険を認識し、日常的な訓練等を生かし
て、自らの安全を確保します。 
 

３ 社会貢献、支援者としての意識の育成 

・自他の生命を尊重し、自分の身は自分で守ること、助ける
人への基礎的な意識を育てます。 

・思いやりの気持ちを育て、いじめ撲滅を目指します。 
 
 



ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜地域性＞ その１ 

消防署や消防団等の関係機関の方々と接することで、
児童が防災に関する知識や技術を学びます。 
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ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜地域性＞ その２ 

地域の防災・減災活動に貢献し、将来の防災リーダーや
消防団員を志す人材を小学生の段階から育成します。 
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ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜地域性＞ その３ 

幅広い世代の方が参加し、楽しみながら防災の知識や
技術を学ぶことができる「あらＢＯＵＳＡＩ（あら坊祭）」に参
加しています。 

イベントを通して、多層な年代の人々が交流することで
地域コミュニティの防災力の向上に貢献しています。 
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ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜独創性＞ その１ 

小学生の早い段階で、防災意識の醸成が必要である。 

特別活動「クラブ活動」の一つとして、「ジュニア防災クラ
ブ」を創設し、希望者により活動をスタートしました。 
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ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜独創性＞ その２ 

課外活動としなかったのは、「クラブ活動」として位置付
けることにより、どの学校でも取組が可能であることから、
今後、他校でも広まることを期待しています。 
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ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜独創性＞ その３ 

普段は、経験できない火おこしや紙の皿を作り、それで
非常食を食べるなど、子供にとっては魅力的な訓練を提
供している。 
 

火起こし体験・木を擦り合わせて火種を作
り、火を起こすまでのタイムを競います。 

毛布を活用したダミーの搬送訓
練を行いました。毛布を内側に
丸め、掛け声をかけ、足から搬
送すると安全です。 



ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜継続性＞ その１ 

クラブ顧問の校務軽減の観点から、予め活動内容を具
体的に設定しておき、その中から児童に選択させ計画し、
どの教員でも担当できるようにしています。 
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ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜継続性＞ その２ 

指導技術の維持のために、平成29年度から外部指導者
を導入しています。教員の役目は、児童の安全確保を中
心とし、担当教員の負担を軽減しています。 
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ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜継続性＞ その３ 

中学校防災部と連携し、地域の防災イベントに参加し、
中学校への継続性を図っています。 
 

防災部の中学生と一緒に、地域の防災訓練や区主催の防災教
室に参加しています。区民に防災・減災を呼びかけ、中学生に
なってからも、防災に関わろうとする意識が育っています。 



ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜自主性＞ その１ 

防災検定に挑戦しています。家族で話し合い、家具転倒
防止対策などの家の中での安全についてレポートにまと
めています。（筆記試験、家族防災会議レポート、防災自由研究） 

被災した際の家族の集合場所を確認したり、子供たちが
日ごろから防災と減災に深い関心を持ち、意識を高め、
自分で考え判断し 行動できる「防災力」を身につけます。 
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ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜自主性＞ その２ 

区民を対象に、子供たちが、率先して防災を呼びかけた
り、消火器の使い方・心肺蘇生法やＡＥＤの使い方を教
える機会を設定しています。 

近隣の「あらかわ遊園地」内で、子供たちが、来場者に防災を呼
びかけたり、心肺蘇生法やＡＥＤの操作を実演しています。 



ジュニア防災クラブ活動の工夫・ポイント 
＜自主性＞ その３ 

地域・町会の方を対象に、子供たちが、率先して、消火
器の使い方を教えたり、避難経路を一緒に歩いたりして、
日ごろから交流しています。 

子供たちが、学校便りや行事の案内を町会の方に届け、
いざという時に支援の必要な方と顔見知りになっていま
す。 



教科の中でも防災教育を推進します 
＜教科としての学習がポイント＞ 

小学校段階における防災教育の目
標は、防災意識を高め、周りの命
を救うこと、命の大切さ、思いやる
心を育てることです。 

毎月の防災訓練を実施するととも
に、防災教育を学習として位置づ
けることが大切です。 

本校では、今年度、総合的な学習
の時間において、防災教育を実践
しています。地域で予想される地震
や火災などだけでなく、災害の総
合的な基礎知識を身につけるのが
目標です。 

防災教育の教材として 
活用しています。 



ジュニア防災クラブをご支援いただいた方々 

○西尾久三丁目宮元町会 ○西尾久中町会 

○西尾久四丁目町会  ○西尾久四丁目自治会 

○西尾久五丁目町会  ○西尾久六丁目町会 

○西尾久七丁目町会  ○田端スカイハイツ自治会 

○ニュー田端スカイハイツ自治町会 

○尾久西小避難所運営委員会 

 

○東京ガス株式会社ライフバル荒川 

○NPO法人 プラスアーツ 

 

○東京消防庁尾久消防署 

○荒川区教育委員会事務局指導室 

○荒川区区民生活部防災課防災事業係 

○荒川区立あらかわ遊園 
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ご静聴ありがとうございました 

これからも、尾久西小ジュニア防災クラブは、地域の皆
様と共に活動を続けてまいります。 
 
今後は、より多くの子供たちが防災体験を積めるよう
に、他のクラブとの兼部方式をとってまいります。 


